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1．本論文の課題と意義 
 S・ハイマー『多国籍企業論』（原著は 1976年出版）のなかで提起された、多国籍企業の立地と世
界空間の再編に関する論点は、J・フリードマンの「世界都市仮説」（1986年）の理論的なフレーム
ワークの基礎となった。google scholar によると、「世界都市仮説」は、引用元 3187（2017 年 1
月 26日時点）となっており、世界都市研究においてもっとも引用回数の多い論文となっている。 
 フリードマンは、多国籍企業の本社、国際金融市場、国際機関の集中した都市を第 1級世界都市、
多国籍企業の支社・支店の集中した都市を第 2級世界都市と規定した。しかし、フリードマンは、
世界都市の階層性および世界都市のランキングを規定した定量的な分析について明らかにしていな
い。そのため、2000年以降、世界都市論の基本情報となる世界都市ランキング作成への関心と必要
性が高まってきた。 
 21世紀に入り、フォーチュン 500社のような巨大多国籍企業のみならず、中小・中堅企業におい
ても、多国籍企業化が進展し始め、また海運におけるコンテナ化の進展、世界各地における空港の
整備、LCC の台頭に加え、情報のグローバル化を劇的に促進したインターネットの普及という環境
条件の変化にともなって、第 1級世界都市、第 2級世界都市という限られた都市群だけでなく、そ
の下の階層、いわゆる「第 3級または第 3極」の世界都市が出現するようになっている。 
 本論文の課題は、①世界都市ランキングをもとにした、世界都市システムの階層構造の解明、②
フリードマンが捨象した、第 2級以下の階層の世界都市についての比較検討、③国内に限定された
都市システムを研究対象としてきた、日本の都市システム論と世界都市システム論の接合、④日本
の地方都市のグローバル都市戦略の検討、の 4点である。 
 筆者は、2009 年から 2012 年にかけて、森記念財団都市戦略研究所に在籍し、「世界の都市総合
力ランキング」の作成を通じて、東京の国際競争力の強化を目的とした政策を支援した。このラン
キング作成には、世界都市論の世界的権威である、P・ホール、S・サッセン、A・J・スコット、P・
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ネイカンプが参加している。 
 ①から④の課題に共通する論点は、世界都市システムにおける日本の地方都市の位置づけである。
そのため、本論文では、日本の地方都市の世界都市化のケーススタディ都市として、福岡都市圏を
取り上げている。福岡は、他の地方都市よりもいち早く、1987 年に国際化推進を基本構想に掲げ、
グローバリゼーションへの対応を市の政策課題としてきた都市である。 
 本論文の主査（山﨑）は、福岡市国際化推進懇談会会長として、福岡市の国際化施策の策定に携
わった。2003年に策定された福岡市国際化推進計画では、2015年目標の多様な KPI（重要業績評価
指標）を設定したが、KPI の作成においては、日本および世界における福岡市のグローバルポジシ
ョンについての調査や世界都市ランキングにもとづいておらず、説得的、論理的な計画とはなって
いなかった。 
 福岡市は、いくつかの世界都市ランキングの対象都市に選定されるようになったものの、いずれ
の世界都市ランキングにおいても下位に位置している。筆者は、主要国家の首都も含まれている世
界都市ランキングは、日本の地方都市のグローバル化の特性を適切には反映しておらず、そのため
日本の地方都市のグローバル都市戦略の立案には有効ではないと結論づけた。日本の地方都市は、
都市の地理的特性、人口・経済規模が似通っており、国内の都市システムのポジションにおいても
共通性のある海外の世界都市と比較する必要がある。 
 本論文では、「世界の都市総合力ランキング」の作成手法を応用しつつ、日本の地方都市をベン
チマークとなりうる世界都市と比較・評価可能な国際的ベンチマーキングのフレームワークを構築
した。日本の地方都市の国際競争力評価に、国際的ベンチマーキングの手法を用いた研究は、きわ
めて少ない。 
 また、本論文は、グローバル化の遅れた、あるいはグローバル化が今後急速に進展すると考えら
れる福岡市以外の地方都市のグローバル・ビジョンやグローバル政策の立案・実行にとって、意義
ある研究となっている。 
 
2．本論文の構成と各章の概要 
 本論文の構成は次の通りである。 
 
序章  序論 
    第 1節 問題意識と課題設定 
    第 2節 本研究の論点と意義 
第 1章 世界都市システムにおける日本の地方都市の位置づけ 
    本章の課題 
    第 1節 国内の都市システムにおける地方都市の位置づけ 
    第 2節 世界都市研究におけるグローバルな都市の階層性・序列 
    第 3節 国際都市間競争とグローバル都市ランキング 
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    小括 
第 2章 グローバル都市の国際競争力の評価手法 
    本章の課題 
    第 1節 3つのグローバル都市ランキングの構造と特性 
    第 2節 3つのランキング結果の比較検証 
    第 3節 グローバル都市ランキングの有効性と課題 
    小括 
第 3章 地方中枢都市のグローバル都市化 
    本章の課題 
    第 1節 4都市の指標の変動と考察  
    第 2節 国内指標・国際指標にもとづく 4都市の総合評価 
    小括 
第 4章 国際的ベンチマーキングにもとづく福岡の国際競争力の評価 
    本章の課題 
    第 1節 福岡と類似する都市の選定 
    第 2節 各都市の概要およびガバナンス構造 
    第 3節 各都市の比較評価 
    第 4節 福岡の国際競争力評価 
    小括 
第 5章 国際的ベンチマーキングにもとづく福岡の競争戦略の導出 
    本章の課題 
    第 1節 福岡の優位性と課題 
    第 2節 グローバル都市化推進による競争戦略の方向性 
    第 3節 福岡の国際競争力向上シミュレーション 
    小括 
終章  結論 
    第 1節 本研究の総括 
    第 2節 本研究にかかわる課題と展望 
参考文献 
 
 以下は、各章の概要である。 
 
 第 1章の課題は、都市の階層性・序列にかかわる既存研究を整理し、日本の都市システムおよび
世界都市システムにおける、日本の地方都市の位置づけを明らかにすることにある。 
 都市システム研究と世界都市研究は、学術的には異なるコンテクストで進展した。だが、ともに
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「中枢管理機能」を都市の階層・序列の主要な決定要因とした点に共通点がある。国内空間、グロー
バル空間にかかわらず、都市の有する中枢管理機能の水準と集積度によって、都市の階層・序列は
決定されると考えられてきた。 
 フリードマンは、世界都市をグローバルな中枢管理機能（多国籍企業本社・支社 etc.）の集積地
と規定した。しかし、2000年頃より、世界都市の概念は継承されつつも、グローバル都市という概
念には、イノベーション創出あるいはクラスター形成拠点としての意味が付加されるようになって
きた。 
 そのため、グローバル都市ランキングは、中枢管理機能以外の多様な指標をもとに作成されるよ
うになっており、それらのグローバル都市ランキングは、個人の研究者ではなく、大学、企業や自
治体等によって作成されている。 
 福岡は、いくつかのグローバル都市ランキングにおいて評価対象都市となってきており、福岡が
世界都市として認定されたことを意味する。 
 第 2章では、評価の指標と評価方法が明らかにされている 3つのグローバル都市ランキングを対
象として、それらの特徴と共通点を分析し、国際的ベンチマーキングに応用すべき手法および留意
点が明らかにされた。 
 3 つのランキングで採用されたフレームワークや指標数は異なっているが、評価結果には一定の
相関性があった。国際競争力形成の要因を測る指標間にも、相関性があると考えられる。さらに、
どのランキングにおいても常に上位に位置する都市、中位に位置する都市、下位に位置する都市と
いう階層性も見い出された。これは、フリードマンの世界都市仮説を裏付けているとみることがで
きる。 
 ただし、グローバル都市ランキングを自治体等がグローバル都市戦略の策定に活用するには、同
じ階層に位置する都市を比較することが望ましいと考えられる。中枢管理機能は、首都に集中する
傾向にある。そのため、グローバル都市の比較・評価には、各都市の各国家での属性（首都・経済
的首都）や都市規模についての考慮を要すると結論づけられた。 
 第 3章では、ベンチマーキングの手法にもとづき、日本の地方都市の国内都市システムでの序列、
グローバル化を比較・評価し、福岡をケーススタディとして選定する根拠が提示された。 
 国内指標をもとに、地方中枢都市を総合評価した結果、福岡と札幌の序列が高いことが明らかに
された。また、国際指標をもとにした総合評価では、福岡のグローバル性が最も高く、他の 3都市
との間には一定の格差が認められた。本章での検討をもとに、本論文のケーススタディとして福岡
が選定されている。 
 第 4章では、国際的ベンチマーキングの手法を構築し、福岡の国際競争力の評価を行い、グロー
バルな特性と課題が明らかにされた。 
 福岡と類似する属性を条件に、グローバル都市をスクリーニングした結果、シアトル、バンクー
バー、メルボルン、ミュンヘン、バルセロナの 5都市が選定された。これらの都市は、福岡ととも
に IRBC（国際地域ベンチマーク協議会）に参加している 10 都市に含まれており、また首都でない
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都市という共通点を有している。 
 本章では、福岡市基本計画の 2つの主要政策テーマである「生活の質」と「都市の成長」を評価
軸に設定し、64 の指標データをスコア化し、集計する手法を構築した。評価の結果、「生活の質」
評価軸では、福岡はベンチマーク 5都市に近いスコアであったが、「都市の成長」評価軸では、ベ
ンチマーク 5都市よりも低いスコアとなった。既存のグローバル都市ランキング手法と比較して、
本評価手法は、より明確に福岡のグローバル特性およびその水準を示すことができている。さらに、
福岡市基本計画の 2つの主要政策テーマを評価軸に定めることで、市政や市民に対してメッセージ
性が高く、政策目標が定めやすい評価結果を示すことが可能となっている。 
 第 5章では、6都市のスコアを評価項目（計 32）ごとに比較することによって、政策分野ごとに、
福岡のグローバルな特性および課題が把握されており、本手法を用いることで、既存のグローバル
都市ランキング手法を利用するよりも、グローバル都市戦略の方向性を具体的に提示できることが
示された。 
 グローバル化を示す評価項目のスコア合成値と、成長力（ビジネス、イノベーション、観光）を
示す評価項目のスコア合成値は、一定の相関性を有することが明らかとされている。福岡の「都市
の成長」評価軸スコアの低さは、グローバル化指標のスコアの低さに起因する可能性が見い出され
ている。グローバル化指標を中心に指標値を上昇させた場合、福岡の「都市の成長」スコアは、ベ
ンチマーク 5都市に接近することが示された。 
 終章では、第 5章までの検討の結果、福岡のグローバル経済との結合の弱さは、日本の地方都市
に共通する課題として、問題提起されている。今後日本の地方都市は、それぞれのグローバルなポ
ジションを把握したうえで、グローバル空間における高次な不動点として、イノベイティブで国際
競争力の高い、自立した産業クラスターやハブ（結節点）の形成を目指す必要があると論じている。 
 また、市政のみで制御できない国際ハブ機能、産業クラスターの育成においては、都市圏レベル
での一体的なガバナンス構造へと転換していく必要がある点についても指摘がなされている。日本
においては、地方都市の国際競争力を高める最たる主体は日本政府であるため、地方都市の国際化
戦略には、国の政策の転換も求められる。 
 
3．本論文の評価 
 本論文は、人口・経済規模や国内都市システムにおいて類似する海外の都市と、日本の地方都市
を国際的ベンチマーキングによって、比較・分析し、世界都市システムでの日本の地方都市の位置
づけを明確にした。さらに、その分析にもとづき、地方都市におけるグローバル政策の方向性を導
出し、グローバル競争戦略立案の意義を明らかにしている。本論文は、単に日本の地方都市を世界
都市論のなかに位置づけた研究であるにとどまらず、地方都市におけるグローバル戦略の重要性を
明らかにした研究となっている。 
 筆者が策定に参画した「世界の都市総合力ランキング」は、すでに日本の成長戦略における KPI
に採択されている。東京都が 2016 年 12 月に作成した新しい計画、「都民ファーストでつくる『新
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しい東京』」では、「世界の都市総合力ランキング」を世界 1位にするという KPIを設定している。
にもかかわらず、世界都市ランキングについて、学術的に検証した研究はきわめて少ない。本論文
は、都市システム論と世界都市論の接合、および世界都市ランキングの観点から、世界都市論のフ
レームワークを実証的に解明する研究として、学術的のみならず、都市政策に対しても貢献すると
高く評価できる。 
 
4．本論文に残された課題 
 本論文では、都市システム論および世界都市論の既存研究について丁寧にサーベイされているも
のの、世界都市のネットワーク外部性については、さらなる検討が求められる。本論文では、都市
を点として捉えているが、中心地と後背地の関係性を踏まえた都市の評価についても、今後の検討
課題である。 
 世界的に共通した都市圏の設定は、学術的、統計的に困難な課題であることは確かであるが、本
論文での都市の評価に影響を与える問題であるため、さらなる検討を要する。また、都市の競争力
を規定するクリエイティブ産業に関する指標を加味した分析も必要である。 
 グローバル都市ランキングにおいても、都市のランキング順位変動をモニタリングすることによ
って、動的な評価も行われるようになっている。本論文をベースとして、データを定期的に更新し、
将来的には動的な評価を加えることによって、研究をさらに発展させていくことを期待したい。 
 本論文では、都市のグローバル競争戦略を導出する方法論が提示されているが、分析の過程にお
いて、戦略を実行するうえでの課題も浮上した。日本においては、グローバルな都市戦略を実行す
る段階においては、地方自治体よりも国の役割が重要となる。本論文では、ベンチマーク 5都市の
地方自治の相違点についても整理・比較されてはいるが、ベンチマーク都市の国や自治体の制度と
都市のグローバル化の関連性については、今後のさらなる研究が求められよう。 
 
5．結論 
 本論文は、都市システム論および世界都市論のこれまでの研究成果をもとに、これまで世界都市
論でほとんど取り上げられなかった日本の地方都市をグローバルな観点から研究している点におい
て、高い学術的価値を有している。上記で指摘したいくつかの課題は残されてはいるものの、それ
らは本論文で得られた研究成果の意義を損なうものではない。本論文は、学術的価値の高い知見を
加え、各論となる基礎論文も多岐にわたり公表されており、研究の手薄なこの分野の研究発展に大
きな貢献をしている。 
 審査員一同は、本論文の筆者である久保隆行氏に博士（経済学）の学位を授与するに十分に値す
ると判定する。 
